
 阿蘇の草原では野焼きも終わり、いよいよ阿蘇の風物詩である牛馬の
放牧が始まります。放牧は、生産コストの低減が図られるとともに、広
大な草原景観の維持に貢献しています。 
 しかし、放牧にはさまざまな注意が必要です。昨年度も転落死亡事故
やピロプラズマ病の発症などが確認されました。再度、以下の点に注意
して安全安心な放牧をお願いします。 

熊本県阿蘇家畜保健衛生所  
 〒869-2612 阿蘇市一の宮町宮地２６３９-１  
 TEL 0967-22-0041 FAX 0967-22-4612 

放牧の季節がやってきました！！ 

Ⅰ 放牧馴致 

 １ 放牧開始約１ヶ月前から、舎外に出して環境に慣らしましょう。 

 ２ 放牧開始約１ヶ月前から、配合飼料や貯蔵飼料主体の給与から徐々に生草 

  主体の飼料に切り換えましょう。 

 馴致日数 １ヶ月前   ２週間前     １週間前      放牧開始 

        ↓          ↓           ↓               ↓ 

     

    

       

   

 
 

 ３ 集団生活への適応力をつけるため、なるべく多頭数で行うようにしましょう。 

放牧における注意点 

馴致時間 ２時間 １２時間 ２４時間 

配合飼料 徐々に減らす 給餌を中止する 

粗 飼 料 生草 

Ⅱ 放牧衛生プログラム 

  

乾草 

• 放牧未経験牛 

 

 

 

 

4月 6月 9月 11月 

入牧   退牧            入牧        退牧 

  ダニ駆除 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎   → 畜舎飼養 ←  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

        2週間間隔で健康検査とダニ駆除を実施 

4月 11月 

入牧                      退牧 

ダニ駆除     ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ 

        3週間間隔で健康検査とダニ駆除を実施 

• 放牧経験牛 

 



 毎月20日はくまもと家畜防疫の日です。   

 韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域全体で
衛生水準を上げる事が重要です。飼養衛生管理基準の自己チェックおよび農場消毒により、
口蹄疫や鳥インフルエンザ、PED等の家畜伝染性疾病の侵入を防ぎましょう。 

 防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。 

 下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！  

    http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/    

菊池市でＰＥＤが発生しました！ 

近隣諸国における悪性家畜伝染病発生情報 

 毎月20日はくまもと家畜防疫の日 

病名 発生地 発生月日 畜種 型

2月24日～3月14日 豚 Ｏ型

3月17日～3月24日 豚 О型

2月23日 鶏 H5N8

2月24日 地鶏、がちょう H5N2

韓国 3月23日 種あひる H5N8

4月1日現在

台湾
高病原性

鳥インフルエンザ

口蹄疫 韓国

 平成２８年３月３０日、菊池地域の養豚農家において豚流行性下痢
（ＰＥＤ）の発生が認められました。４月現在、県内で今季計６件のＰ
ＥＤ発生が認められ、うち５件が菊池地域での発生になっています。 
 全国では平成２７年９月以降、現在までに１４県９３農場で発生して
おり、依然ＰＥＤの発生リスクが高い状況です。 
 つきましては、と畜場、市場等の家畜集合施設から退場する際は、車
両の消毒、衣服や長靴の洗浄消毒を徹底しましょう。また、養豚農家を
含む畜産関係者の皆様方におかれましては、引き続き、飼養衛生管理基
準の遵守の徹底や早期発見・早期通報に万全を期していただくようお願
いします。 

Ⅲ 退牧時 

 １ 分娩予定日の1ヶ月前に退牧させましょう。 

 ２ ダニを牛舎に持ち帰らないため、ダニ駆除、内部寄生虫駆除 

   後に退牧しましょう。 

   ダニ駆除剤は、鼻部から正中線に沿い塗布するとともに、 

   頸部・尾根部では垂直にまんべんなく塗布しましょう。 


